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要     旨 

ア.はじめに 

実際の人工股関節全置換術（THA）後の脱臼はインピンジメント（インピンジ）から生じるこ

とが多い。THA 後のインピンジメントによる脱臼には複数の病因があり、インプラント、骨、および軟

部組織が影響することが知られている。近年、ポリエチレンライナー（ライナー）の改良によって、以

前よりも大きなボールヘッド（ヘッド）を使用することが可能になった。大きなヘッドは耐脱臼性に効

果があるとされてきたが、これまで、寛骨臼骨棘の存在とステムネック（ネック）の大きさや形状を考

慮し、ヘッド増大に伴うインピンジから脱臼までの角度やヘッドの移動距離（movement distance）を測

定した報告はなかった。 

本研究の目的は、computer aided design（CAD）システムを用いて、軟部組織の要素を除外し、

インピンジメントによる脱臼に対して、ヘッド径の大きさ及びネック形状が、インピンジから脱臼まで

の可動域と movement distance、及び可動域全体に与える影響について、残存する骨棘やカップの大き

さなどの要素を含めて検証することである。 



イ.材料と方法 

3 次元 CAD(Siemens NX バージョン 7.5)によるシミュレーションを行った。ϕ22、26、28、32 お

よび 36 mm の 5 種類のヘッド径、高さ３mm または５mm の骨棘、直径が 10.6、12.6、および 14.6mm

の 3 つの柱状形状、下端が直径 9.1mm の逆台形のナローネック、下端が 18.1mm の台形のワイドネッ

クタイプの 5 つのネック形状を用いた。 

Oscillation angle は、カップの中心を通る垂線からネックとライナーの接触点までとした。ネックと

ライナーもしくは骨棘の接触点を支点とし、ヘッドの頂点がカップの赤道開口面と一致するようにネッ

クを回転させ、それ以上の動きを脱臼と定義した。ヘッドの中心がインピンジから脱臼するまでの直線

距離と全可動域（ROM（t））を測定した。ROM（t）は、oscillation angle とインピンジから脱臼までの

角度 ROM（i-d）に分け、ROM（t）における ROM（i-d）の比率を rROM として、統計学的解析を行

った。 

ウ.結果 

Oscillation angle と ROM（t）はヘッド径の増加またはネック径の減少に伴い増加した。骨棘

の存在は、ROM（t）を減少させ、骨棘があるときは、大きなカップの方が可動域は増加した。ヘッド

径の増加により movement distance と ROM（i-d）が減少し、ネック径が大きくなると、movement 

distance と ROM（i-d）も大きくなった。12.6 mm の円柱状ネックと比較して、ワイドネックタイプの

rROM は大きく、ナローネックタイプは低い値を示した。重回帰分析により、ヘッド径は ROM（t）と

oscillation angle の最も重要な決定要因であった。さらに、ネック形状が 2 番目に影響力のある要因であ

った。ROM（i-d）、movement distance 及び rROM については、ネックの径や形状が比較的に強く影響

していた。 

エ.オ.考察と結語 

我々の結果は、ヘッド径が大きくなることで、ROM（t）は大きくなるが、インピンジから脱

臼までの可動域はむしろ減少し、rROM が小さくなることを示した。即ち、movement distance も含め

たインピンジからの脱臼までの耐久性については、ヘッド径の効果は少なく、インピンジによる脱臼に

対するヘッド径増大の効果は、可動域全体の増加することによる。一方、ネック径が大きいほど、また、

ワイドネックタイプの形状で、ROM（t）と oscillation  angle は減少したが、rROM は大きくなること

が示された。臨床的にインピンジメントによる脱臼を防ぐために、術前計画におけるヘッドの径とネッ

クの形状の選択、および手術中の骨棘の切除に留意する必要がある。                                              


